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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲート線及びデータ線が各々行及び列方向に形成されており、前記ゲート線とデ
ータ線との交差によって定義される領域に、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されて
いるスイッチング素子を有する複数の画素が形成されている液晶パネルと、
　前記スイッチング素子を駆動させるためのゲート駆動電圧を前記ゲート線に印加するゲ
ート駆動部と、
　複数の階調電圧のうち、印加される画像データに対応する階調電圧を選択し、これを前
記データ線に印加するデータ駆動部と、
　一定のレベルの電圧を発生する電圧源と、
　一定の周期のパルス信号を発生するスイッチ制御部と、
　前記発生した電圧を選択的に伝達する第１スイッチと、
　前記電圧源から出力された電圧を分圧する電圧分圧部と、
　前記スイッチ制御部のパルス信号によって前記電圧分圧部を通じて印加される電圧を充
電して前記第１スイッチのターンオン電圧とターンオフ電圧を生成する第１キャパシタと
、
　前記スイッチ制御部のパルス信号によってターンオン又はターンオフされる第２スイッ
チと、
　前記第１スイッチを通じて印加される電圧を充電し、前記第２スイッチのターンオン時
に、充電された電圧を設定された時定数で前記第２スイッチを通じて放電する時定数決定
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部と、
　前記第１スイッチと前記第２スイッチが交互に動作する駆動電圧生成部と、
を含み、前記ゲート駆動電圧は２つ以上の互いに異なるレベルを有する、液晶表示装置。
【請求項２】
　複数のゲート線及びデータ線が各々行と列方向に形成されており、前記ゲート線とデー
タ線との交差によって定義される領域に、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されてい
るスイッチング素子を有する複数の画素が形成されている液晶パネルと、
　前記スイッチング素子を駆動させるためのゲート駆動電圧を前記ゲート線に供給するゲ
ート駆動部と、
　複数の階調電圧のうち、印加される画像データに対応する階調電圧を選択し、これを前
記データ線に供給するデータ駆動部と、
を含み、前記ゲート駆動電圧は、第１ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ１）から第１ゲート駆動電
圧（Ｖｏｎ１）より小さい第２駆動電圧（Ｖｏｎ２）まで電圧降下し、
【数１】

を満たし、前記数式１におけるＶｃｏｎｓｔは第１ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ１）と第２ゲ
ート駆動電圧（Ｖｏｎ２）の平均で一定の値を有する電圧である液晶表示装置。
【請求項３】
　前記階調電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）を基準として同一階調を示す正極性電圧（Ｖｎ
＋）及び負極性電圧（Ｖｎ－）からなり、

【数２】

を満たし、前記数式２におけるＶｃｏｎｓｔは一定の値を有する電圧である、請求項２に
記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　一定のレベルの電圧を発生する電圧源と、
　一定の周期のパルス信号を発生するスイッチ制御部と、
　前記発生した電圧を選択的に伝達する第１スイッチと、
　前記電圧源から出力された電圧を分圧する電圧分圧部と、
　前記スイッチ制御部のパルス信号によって前記電圧分圧部を通じて印加される電圧を充
電して前記第１スイッチのターンオン電圧とターンオフ電圧を生成する第１キャパシタと
、
　前記スイッチ制御部のパルス信号によってターンオン又はターンオフされる第２スイッ
チと、
　前記第１スイッチを通じて印加される電圧を充電し、前記第２スイッチのターンオン時
に、充電された電圧を設定された時定数で前記第２スイッチを通じて放電する時定数決定
部と、
を含み、前記第１スイッチと前記第２スイッチが交互に動作する駆動電圧生成部をさらに
含む、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１スイッチは、ＰＮＰバイポーラトランジスタであり、前記第２スイッチは、Ｎ
ＰＮバイポーラトランジスタであることを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記電圧分圧部は、前記電圧源と接地と間に直列連結された第１抵抗と第２抵抗とから
なり、前記第１スイッチのベースに連結され、
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【数３】

（ただし、Ｖｂｅ２：前記ＰＮＰトランジスタのベースとエミッタとの間の電圧、Ｖｎ：
前記電圧源から出力される電圧、Ｖｈｉｇｈ：前記スイッチ制御部から出力されるハイレ
ベル電圧、Ｖｌｏｗ：前記スイッチ制御部から出力されるローレベル電圧）
を満たす、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　複数のゲート線、前記複数のゲート線と絶縁して交差する複数のデータ線、及び前記複
数のデータ線と前記ゲート線とが交差する領域に形成され、各々前記ゲート線及びデータ
線に連結されているスイッチング素子を有する複数の画素を含む液晶表示装置の駆動方法
において、

【数４】

の条件を満たし、共通電圧（Ｖｃｏｍ）を基準とする正極性電圧（Ｖｎ＋）及び負極性電
圧（Ｖｎ－）を含む複数の階調電圧を生成する段階と、
　前記スイッチング素子をターンオンするゲート駆動電圧を生成する段階と、
　前記ゲート駆動電圧を前記ゲート線に供給する段階と、
　前記階調電圧を前記データ線に供給する段階と、
を含み、前記ゲート駆動電圧は、第１ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ１）から第１ゲート駆動電
圧（Ｖｏｎ１）より小さい第２ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ２）まで電圧降下し、第１ゲート
駆動電圧（Ｖｏｎ１）および第２ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ２）は、
【数５】

の条件を満たし、前記数式５におけるＶｃｏｎｓｔは第１ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ１）と
第２ゲート駆動電圧（Ｖｏｎ２）の平均で一定の値を有する電圧である、液晶表示装置の
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に係り、より詳細には、残像を除去した液晶表示装置及びその駆
動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置（Liquid　crystal　display、LCD）は、二つの表示板と、その
間に入っている誘電率異方性（dielectric　anisotropy）を有する液晶層とを含む。液晶
層に電界を印加し、この電界の強さを調節して、液晶層を通過する光の透過率を調節する
ことによって、所望の画像を得る。このような液晶表示装置は、携帯が簡便な平板表示装
置（flat　panel　display、FPD）の代表的なものであって、この中でも、薄膜トランジ
スタ（thin　film　transistor、TFT）をスイッチング素子として用いたＴＦＴ－ＬＣＤ
が主に用いられている。
【０００３】
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　薄膜トランジスタが形成される表示板には、複数のゲート線及びデータ線が各々行及び
列方向に形成されており、薄膜トランジスタを通じてこれらゲート線及びデータ線に連結
された画素電極が形成されている。薄膜トランジスタは、ゲート線を通じて伝達されるゲ
ート信号によってデータ線を通じて伝達されるデータ信号を制御して、画素電極に伝達す
る。ゲート信号は、駆動電圧生成部で生成されたゲートオン電圧及びゲートオフ電圧の供
給を受ける複数のゲート駆動ＩＣ（integrated　circuit）が、信号制御部からの制御信
号によって、これらを組み合わせて形成する。データ信号は、信号制御部からの階調信号
を複数のデータ駆動ＩＣがアナログ電圧に変換することによって形成される。
【０００４】
　このような液晶表示装置は、静画像の表示だけでなく動画像の表示にも用いられる。し
かし、動画像を表示する場合や同一なパターンの画像を一定の時間表示する場合には、液
晶の特性により残像が発生する。残像とは、１フレームの画像を表示した後に、次のフレ
ームの画像を表示する場合に、直前のフレームの画面パターンが消えずにそのまま残って
現在のフレームの画像に影響を与える現象を示す。
【０００５】
　残像は、既存の画面パターンが新たな画像に影響を与えるため、視認性に相当な悪影響
を及ぼす不良のうちの一つである。残像の要因としては、液晶内のイオン不純物の濃度、
配向力の強さ、キックバック電圧量などがある。
【０００６】
　例えば、イオン不純物の濃度が適切でないために液晶内に存在するイオン不純物が何ら
かの理由でポリイミド（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）フィルムに吸着した場合、階調電圧が印加
されていない状態でも残留ＤＣ電圧が存在するようになる。したがって、この残留ＤＣ電
圧が液晶分子に作用する場合に、当該画像が液晶パネルにそのまま残って残像が発生する
。
【０００７】
　このような理由により、液晶内のイオン不純物の濃度を最適に調節し、配向力をできる
だけ増加させる方向で液晶表示装置の製造が行われており、液晶表示装置の駆動方法を改
善してキックバック電圧量を減少させる方法などを用いて、液晶の応答速度を改善させる
努力が行われている。
【０００８】
　しかし、キックバック電圧量を減少させることだけでは、残像を除去するのには限界が
あり、依然として残像が発生するという問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明が目的とする技術的課題は、液晶表示装置の残像を除去して画質を
向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の技術的課題を達成するための本発明の特徴による液晶表示装置は、複数のゲー
ト線及びデータ線が各々行及び列方向に形成されており、前記ゲート線とデータ線との交
差によって定義される領域に、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイッチ
ング素子を有する複数の画素が形成されている液晶パネルと、前記スイッチング素子を駆
動させるためのゲート駆動電圧を前記ゲート線に供給するゲート駆動部と、及び印加され
るデータ信号によって該当する階調電圧を前記データ線に供給するデータ駆動部とを含み
、前記ゲート駆動部は、互いに異なるレベルのゲート駆動電圧を選択的に供給する。
【００１１】
　本発明の他の特徴による液晶表示装置は、複数のゲート線及びデータ線が各々行及び列
方向に形成されており、前記ゲート線とデータ線との交差によって定義される領域に、各
々前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイッチング素子を有する複数の画素が形
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成されている液晶パネルと、前記スイッチング素子を駆動させるためのゲート駆動電圧を
前記ゲートラインに供給するゲート駆動部と、及び印加されるデータ信号によって該当す
る階調電圧を前記データ線に供給するデータ駆動部とを含み、前記ゲート駆動電圧は、Ｖ
ｏｎ１からＶｏｎ２まで電圧降下し、
【００１２】
【数１】

の条件を満たす。
【００１３】
　ここで、前記階調電圧は、同一階調を示す正極性電圧（Ｖｎ+）及び負極性電圧（Ｖｎ-

）からなり、
【００１４】

【数２】

の条件を満たす。
【００１５】
　その他にも、前記液晶表示装置は一定のレベルの電圧を発生する電圧源と、一定の周期
のパルス信号を発生するスイッチ制御部と、前記発生した電圧を選択的に伝達する第１ス
イッチと、前記電圧源から出力された電圧を分圧する電圧分圧部と、前記スイッチ制御部
のパルス信号によって前記電圧分圧部を通じて印加される電圧を充電して前記第１スイッ
チのターンオン電圧とターンオフ電圧を生成する第１キャパシタと、前記スイッチ制御部
のパルス信号によってターンオン又はターンオフされる第２スイッチと、前記第１スイッ
チを通じて印加される電圧を充電し、前記第２スイッチのターンオン時に、充電された電
圧を設定された時定数で前記第２スイッチを通じて放電する時定数決定部とを含み、前記
第１スイッチと前記第２スイッチが交互に動作する駆動電圧生成部をさらに含む。
【００１６】
　ここで、前記第１スイッチは、ＰＮＰバイポーラトランジスタであり、前記第２スイッ
チは、ＮＰＮバイポーラトランジスタである。
【００１７】
　本発明の特徴による液晶表示装置の駆動方法は、複数のゲート線、前記複数のゲート線
と絶縁して交差する複数のデータ線、及び前記複数のデータ線と前記ゲート線とが交差す
る領域に形成され、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイッチング素子を
有する複数の画素を含む液晶表示装置の駆動方法において、
【００１８】

【数３】

の条件を満たす正極性電圧（Ｖｎ+）及び負極性電圧（Ｖｎ-）を含む複数の階調電圧を生
成する段階と、前記スイッチング素子をターンオンするゲート駆動電圧を生成する段階と
、前記ゲート駆動電圧を前記ゲート線に供給する段階と、前記階調電圧を前記データ線に
供給する段階とを含み、前記ゲート駆動電圧は、Ｖｏｎ１からＶｏｎ２まで電圧降下し、
Ｖｏｎ２は、
【００１９】
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【数４】

の条件を満たす。
【発明の効果】
【００２０】
　このように本発明の実施例によれば、ＴＦＴ－ＬＣＤの駆動能力を低下させずに、ゲー
トオン電圧を低くすることによって、キックバック電圧量を減少させることができる。ま
た、この場合にも、キックバック電圧を残像が発生しない低い電圧になるようにすること
で、残像を除去することができる。
【００２１】
　また、同一階調を示す正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-の印加時に発生するキックバッ
ク電圧間の差を減少させて、残像をより効果的に除去することができる。
【００２２】
　したがって、液晶表示装置の画質がより向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　添付した図面を参考にして、本発明の実施例について、本発明の属する技術分野で通常
の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は多様な相
違した形態で実現でき、ここで説明する実施例に限定されない。
【００２４】
　まず、本発明の実施例による残像除去方法について説明する。
【００２５】
　残像を除去するための一般的な方法としては、正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-が各々
画素電極に印加されて、ゲート駆動電圧がＶｏｎ→Ｖｏｆｆに変わる時に、キックバック
電圧Ｖｋが減少する場合、液晶キャパシターの両端の電圧差が反対極性で大きさが同一に
なるように、共通電極に印加される電圧（以下、共通電圧とする）Ｖcomを次のように設
定する方法がある。
【００２６】

【数５】

　しかし、このような方法で共通電圧を設定しても、依然として残像が発生する。
【００２７】
　したがって、前記方法で駆動した時に残像が発生する原因を分析すると、次の通りであ
る。
【００２８】
　一番目に、同一階調を示すためのＶ+及びＶ-であっても、Ｖｋが一定でないということ
である。これは、キックバック電圧Ｖｋを示す下記の数式２で寄生容量（Ｃｇｓ）が定数
でないためである。
【００２９】
【数６】
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　キックバック電圧は、各画素のスイッチング素子であるＴＦＴがオン状態となった場合
に、液晶容量（Ｃlc）及び保持容量（Ｃst）に印加された電圧がＴＦＴがオフ状態となっ
た後にも持続され続けなければならないが、ＴＦＴのゲート電極とソース電極との間にあ
る寄生容量（Ｃｇｓ）のために、画素電極に印加された電圧に生じる歪曲電圧を示す。
【００３０】
　ＴＦＴ液晶表示装置は、半導体上に絶縁膜がある構造なので、ＴＦＴのゲート電極とソ
ース電極との間にかかるゲート電圧（Ｖｇｓ）に対して寄生容量（Ｃｇｓ）が敷居電圧を
基準にゲート電圧（Ｖｇｓ）によって急激に変化する特性を有する。しかし、正極性電圧
Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-を印加した時、ゲート電圧（Ｖｇｓ）は各々次のような値を有する
。
【００３１】
【数７】

　したがって、常にＶｇｓ+ ＜Ｖｇｓ-の関係が成立する。したがって、Ｖｋ+ ＜Ｖｋ-の
関係が成立する。
【００３２】
　図１に、同一階調を示す８Ｖ（Ｖ+）及び０Ｖ（Ｖ-）の階調電圧を印加し、Ｖｏｎ＝２
０Ｖ、Ｖｏｆｆ＝－７Ｖを印加した時に発生するキックバック電圧の波形図が示されてい
る。
【００３３】
　同一階調を示す正極性電圧（Ｖ+）及び負極性電圧（Ｖ-）として各々８Ｖ及び０Ｖを印
加した時、キックバック電圧が発生した後の正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-を確認して
みると、図１に示されているように、８Ｖ→７．０４９５Ｖ、０Ｖ→－１．０８４０Ｖに
なることが分かる。したがって、Ｖｋ+＝０．９５０５Ｖであり、Ｖｋ-＝１．０８４Ｖで
あるので、Ｖｋ+＜Ｖｋ-の関係が成立することが分かる。
【００３４】
　したがって、同一階調を示すためのＶ+及びＶ-であっても、Ｖｋが一定でなく、寄生容
量（Ｃｇｓ）が定数でない。
【００３５】
　二番目に、前記数式２で、液晶容量（Ｃlc）は階調表示ごとに異なり、これによりＶｋ
+及びＶｋ-が変わって、数式１を等式にする共通電圧（Ｖcom）が階調表示ごとに異なる
ようになる。したがって、共通電圧（Ｖcom）が固定された場合には、Ｖ+及びＶ-を多様
な階調ごとに同時に相殺することができないため、残像が発生するのである。
【００３６】
　図２に、液晶容量特性を示したグラフが示されている。図２に示されたグラフは、ノー
マリーホワイト（normally　white）ＴＮ（twisted　nematic）液晶表示装置において、
液晶の両端間の電位差による液晶容量（Ｃlc）の特性を示したものであって、液晶容量（
Ｃlc）が左右対称な形態である。
【００３７】
　図２に示されたグラフで、液晶容量Ｃ１＜Ｃ２＜Ｃ３である正極性電圧Ｖ+が各々５Ｖ
、６．５Ｖ、８Ｖであり、負極性電圧Ｖ-が各々３Ｖ、１．５Ｖ、０Ｖである階調電圧を
ＴＦＴ液晶パネルに印加した場合の結果が図３に示されている。図３に示された結果を数
値的に示すと下の表１の通りである。
【００３８】
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【表１】

　上の表１で、△Ｖｋは、同一階調を示す正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-を印加した時
に、各々の電圧で発生するキックバック電圧間の差を示す。
【００３９】
　表１及び図３から分かるように、V+－V-－Vcom＝Vcom－（V-－V+）の方法で液晶表示装
置を駆動した時、液晶容量Ｃ３の階調電圧では約１３４mVの残留ＤＣ電圧が発生すること
があり、△Ｖｋによって、液晶容量Ｃ２では約９８mV、そして液晶容量Ｃ１では約４９mV
の残留ＤＣ電圧が発生することがある。このような残留ＤＣ電圧は、５階調以上の画像表
示時に異常を発生させる可能性のある液晶容量の残留電圧であって、少なくとも１０mV以
下まで抑制しないと、残像の発生によって画質が著しく落ちる。
【００４０】
　したがって、本発明の実施例では、前記のように、V+－V-－Vcom＝Vcom－（V-－V+）の
方法で液晶表示装置を駆動する場合に残像が発生する原因を考慮して、各階調の正極性電
圧Ｖｎ+及び負極性電圧Ｖｎ-が次のような条件を満たすようにする。
【００４１】

【数８】

　また、本発明の実施例では、Ｖｏｎ→Ｖｏｆｆ遷移時間付近でだけＶｏｎ電圧を低くす
ることによって、キックバック電圧の大きさを小さくするようにする。つまり、ゲートオ
ン電圧Ｖｏｎを第１ゲートオン電圧Ｖｏｎ１及び第２ゲートオン電圧Ｖｏｎ２にして各々
供給する。ここで、Ｖｏｎ１＞Ｖｏｎ２である場合、Ｖｏｎ→Ｖｏｆｆ遷移時間付近では
Ｖｏｎ２を液晶パネルに供給し、残りのゲート駆動区間の間にＶｏｎ１を液晶パネルに供
給する。特に、本発明の実施例では、ゲートオン電圧ＶｏｎをＶｏｎ１及びＶｏｎ２で供
給しても依然として発生する△Ｖｋを補償するために、次のような条件を満たすようにゲ
ートオン電圧、つまりＶｏｎ２電圧を生成して供給する。
【００４２】

【数９】

　本発明の実施例によって、残像を除去するための条件である数式５を考慮せずにゲート
オン電圧ＶｏｎをＶｏｎ１及びＶｏｎ２で供給する場合には残像が発生し、図４にこの場
合に該当する電圧の波形図が示されている。図４に示された波形は、図３と同様に、Ｃ１
＜Ｃ２＜Ｃ３の正極性電圧Ｖ+が各々５Ｖ、６．５Ｖ、８Ｖであり、負極性電圧Ｖ-が各々
３Ｖ、１．５Ｖ、０Ｖである階調電圧をＴＦＴ液晶パネルに印加し、ゲートオン電圧Ｖｏ
ｎ１及びＶｏｎ２を各々２０Ｖ、１０Ｖで供給し、ゲートオフ電圧を－７Ｖで供給した時
の波形図である。図４に示された結果を数値的に示すと下の表２の通りである。
【００４３】
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【表２】

　上記の表２及び図４から分かるように、キックバック電圧（Ｖｋ+、Ｖｋ-）は表１に比
べて減少したが、同一階調を示す正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-を印加した時、各々の
電圧で発生するキックバック電圧間の差（△Ｖｋ）が依然として発生し、その差も大きい
ため、依然として残像が発生する。
【００４４】
　したがって、本発明の実施例では、ゲートオン電圧をＶｏｎ１及びＶｏｎ２で各々供給
しながら、
【００４５】
【数１０】

の条件を満たすようにして、残像が発生しないようにする。
【００４６】
　図５に、本発明の実施例によって、各階調の正極性電圧Ｖｎ+及び負極性電圧Ｖｎ-が数
式４の条件を満たし、ゲートオン電圧のＶｏｎ１及びＶｏｎ２が数式５を満たすようにし
ながら液晶表示装置を駆動した場合の結果が示されている。
【００４７】
　図５は、数式４及び数式５を満たすように、正極性電圧Ｖｎ+及び負極性電圧Ｖｎ-の平
均電圧であるＶｃｏｎｓｔを４Ｖとし、Ｖｏｎ２を１２Ｖとし、従来の方法でテストした
時と同一にＣ１＜Ｃ２＜Ｃ３の正極性電圧Ｖ+が各々５Ｖ、６．５Ｖ、８Ｖであり、負極
性電圧Ｖ-が各々３Ｖ、１．５Ｖ、０Ｖである階調電圧をＴＦＴ液晶パネルに印加した時
の波形図である。ここでゲートオフ電圧は－７Ｖである。図５に示された結果を数値的に
示すと下の表３の通りである。
【００４８】
【表３】

　図５及び表３から分かるように、同一階調を示す正極性電圧Ｖ+及び負極性電圧Ｖ-を印
加した時、各々の電圧で発生するキックバック電圧間の差（△Ｖｋ）が１０mV以下となる
ことにより、残留ＤＣ電圧が残像が発生しない水準まで抑制されることが分かる。
【００４９】
　一方、Ｖｏｎ２が１２Ｖであるので、前記数式５によって、Ｖｏｎ２は１０．８Ｖ≦Ｖ
ｏｎ２≦１３．２Ｖの範囲を満たさなければならないということが分かる。
【００５０】
　図６に、全ての条件を図５と同一にしながらＶｏｎ２を１０．８Ｖとした時の波形図が
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【００５１】
【表４】

　図７に、全ての条件を図５と同一にしながらＶｏｎ２を１３．２Ｖとした時の波形図が
示されており、図７に示された結果を数値的に示すと下の表５の通りである。
【００５２】
【表５】

　前記表４及び表５の結果を分析してみると、Ｖｏｎ２が１２Ｖの値を有する場合に比べ
てキックバック電圧差△Ｖｋの絶対値が大きくなるが、画面全体に残像が表示されないよ
うにするキックバック電圧差間の差が最小化することが分かる。
【００５３】
　このような本発明の実施例による結果は、従来の駆動方法と比較すると次の通りである
。
【００５４】
【表６】

　ここで、Ｍａｘ△Ｖｋ及びＭｉｎ△Ｖｋの値は、液晶表示装置で表示される残像の水準
と比例する値である。前記表６により、本発明の実施例によれば、従来の駆動方法に比べ
て、残像を除去し、残像の水準をより下げることができることが分かる。
【００５５】
　一方、本発明の実施例で、ゲートオン電圧Ｖｏｎ１を変換させた時、前記数式５によっ
てＶｏｎ２電圧を算出し、各々Ｖｏｎ１及びＶｏｎ２で液晶表示装置を駆動させた時の残
像の発生程度が分かる結果値が下の表７に記載されている。
【００５６】
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【表７】

　Ｖｏｎ１が２５Ｖである場合には、前記数式５によってＶｏｎ２は１４．５になり、Ｖ
ｏｎ１が３５Ｖである場合には、前記数式５によってＶｏｎ２は１９．５になり、表７は
この場合に該当する結果値である。前記表７の結果を分析してみると、残像を除去し、残
像の水準をより下げることができることが分かる。
【００５７】
　一方、前記表７のようにＶｏｎ１及びＶｏｎ２を供給した状態でゲートオフ電圧Ｖｏｆ
ｆを変化させた時の結果値が表８に記載されている。
【００５８】
【表８】

　前記表８により、本発明の実施例では、ゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの影響力は弱いもので
あり、ゲートオフ電圧Ｖｏｆｆに関係なく著しい残像除去効果を得ることができる。
【００５９】
　次に、前述の本発明の概念に基き、本発明の実施例による液晶表示装置の具体的な構造
及び動作について説明する。
【００６０】
　図８は、本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図９は、本発明の一
実施例による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図である。
【００６１】
　図８に示したように、本発明による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３００とこれに
連結されたゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００、ゲート駆動部４００に連結され
た駆動電圧生成部７００、データ駆動部５００に連結された階調電圧生成部８００、そし
てこれらを制御する信号制御部６００を含む。
【００６２】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路で見れば、複数の信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－Ｄm）
とこれに連結された複数の画素を含み、各画素は、信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－Ｄm）に連結
されたスイッチング素子（Ｑ）とこれに連結された液晶蓄電器（Ｃlc）及び維持蓄電器（
Ｃst）を含む。信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－Ｄm）は、走査信号又はゲート信号を伝達し、行
方向に延びている複数の走査信号線又はゲート線（Ｇ1－Ｇn）と、画像信号又はデータ信
号を伝達し、列方向に延びているデータ信号線又はデータ線（Ｄ1－Ｄm）とを含む。スイ
ッチング素子（Ｑ）は、三端子素子であって、その制御端子はゲート線（Ｇ1－Ｇn）に連
結され、入力端子はデータ線（Ｄ1－Ｄm）に連結され、出力端子は液晶蓄電器（Ｃlc）及
び維持蓄電器（Ｃst）の一つの端子に連結されている。
【００６３】
　液晶蓄電器（Ｃlc）は、スイッチング素子（Ｑ）の出力端子と共通電圧（Ｖcom）又は
基準電圧に連結されている。維持蓄電器（Ｃst）の他の端子は、他の電圧、例えば基準電
圧に連結されている。しかし、維持蓄電器（Ｃst）の他の端子は、真上のゲート線（以下
、“前端ゲート線”とする）に連結されることもある。前者の連結方式を独立配線方式と
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いい、後者の連結方式を前端ゲート方式という。
【００６４】
　一方、液晶表示板組立体３００を構造的に見れば、図９のように概略的に示すことがで
きる。便宜上、図９には一つの画素だけを示した。
【００６５】
　図９に示したように、液晶表示板組立体３００は、互いに対向する下部表示板１００及
び上部表示板２００とその間の液晶層３とを含む。下部表示板１００には、ゲート線（Ｇ

i-1、Ｇi）及びデータ線（Ｄj）とスイッチング素子（Ｑ）及び維持蓄電器（Ｃst）とが
備えられている。液晶蓄電器（Ｃlc）は、下部表示板１００の画素電極１９０及び上部表
示板２００の基準電極２７０を二つの端子とし、二つの電極１９０、２７０間の液晶層３
は誘電体として機能する。
【００６６】
　画素電極１９０はスイッチング素子（Ｑ）に連結され、基準電極２７０は上部表示板２
００の全面に形成されて、共通電圧（Ｖcom）に連結される。
【００６７】
　ここで、液晶分子は、画素電極１９０及び基準電極２７０が生成する電場の変化によっ
てその配列を変え、これにより液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような偏光
の変化は、表示板１００、２００に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率変
化として現れる。
【００６８】
　画素電極１９０は、また、基準電圧の印加を受ける別個の配線が下部表示板１００に備
えられ、画素電極１９０と重なることによって、維持蓄電器（Ｃst）を構成する。前端ゲ
ート方式の場合、画素電極１９０は、絶縁体を媒介として前端ゲート線（Ｇi-1）と重な
ることにより、前端ゲート線（Ｇi-1）と共に維持蓄電器（Ｃst）の二つの端子を構成す
る。
【００６９】
　図９は、スイッチング素子（Ｑ）の例としてモス（ＭＯＳ）トランジスタを示しており
、このモストランジスタは、実際の工程で、非晶質シリコン又は多結晶シリコンをチャン
ネル層とする薄膜トランジスタで実現される。
【００７０】
　図８とは異なり、基準電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この場
合には、二つの電極１９０、２７０が全て線状に形成される。
【００７１】
　一方、色表示を実現するためには、各画素が色相を表示することができるようにしなけ
ればならず、これは画素電極１９０に対応する領域に赤色、緑色又は青色の色フィルター
２３０を備えることによって可能である。色フィルター２３０は、図８に示したように、
主に上部表示板２００の該当領域に形成されるが、下部表示板１００の画素電極１９０の
上又は下に形成されることもある。
【００７２】
　再び図８を参照すると、駆動電圧生成部７００は、スイッチング素子（Ｑ）をターンオ
ンさせるゲートオン電圧（Ｖｏｎ）やスイッチング素子（Ｑ）をターンオフさせるゲート
オフ電圧（Ｖｏｆｆ）などを生成する。ここで、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）は、一定の周
期ごとに鋸の歯形態にΔＶだけ電圧降下する形態を示す。つまり、ゲートオン電圧（Ｖｏ
ｎ）はＶｏｎ１からＶｏｎ２で出力され、ここでＶｏｎ１＞Ｖｏｎ２であり、前記Ｖｏｎ
２は前述した数式５を満たす。
【００７３】
　ゲート駆動部４００は、スキャン駆動部ともいい、液晶表示板組立体３００のゲート線
（Ｇ1－Ｇn）に連結されており、駆動電圧生成部７００からのゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を補正し、補正されたゲートオン電圧（Ｖｏｎ’）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）との組
み合わせで形成されるゲート信号をゲート線（Ｇ1－Ｇn）に印加する。
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【００７４】
　データ駆動部５００は、ソース駆動部ともいい、液晶表示板組立体３００のデータ線（
Ｄ1－Ｄm）に連結されて階調電圧生成部８００からの階調電圧を選択し、データ信号とし
てデータ線（Ｄ1－Ｄm）に印加する。
【００７５】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００、データ駆動部５００、及び駆動電圧生成部
７００などの動作を制御する制御信号を生成して、各々該当する制御信号をゲート駆動部
４００、データ駆動部５００及び駆動電圧生成部７００に供給する。
【００７６】
　このような構造からなる本発明の実施例による液晶表示装置において、前記駆動電圧生
成部７００は、一定の周期ごとに鋸の歯形態にΔＶだけ電圧降下する形態のゲートオン電
圧（Ｖｏｎ）を生成する。
【００７７】
　以下、図１０及び図１１を参照して、ゲートオン電圧を出力するための駆動電圧生成部
７００の駆動回路及び動作について詳細に説明する。
【００７８】
　図１０に、本発明の実施例による駆動電圧生成部のゲートオン電圧を生成するための回
路が示されている。図１０に示されているように、駆動電圧生成部７００は、一定のレベ
ルのＤＣ電圧を発生する電圧源（Ｖｎ）、電圧源（Ｖｎ）と接地端との間に形成され、互
いに直列連結された抵抗（Ｒ１、Ｒ２）、電圧源（Ｖｎ）と抵抗（Ｒ１）の一端との接点
にエミッタが連結され、抵抗（Ｒ１、Ｒ２）の接点にベースが連結されたＰＮＰトランジ
スタ（Ｑ２）、トランジスタ（Ｑ２）のベースと抵抗（Ｒ１、Ｒ２）との接点に一端が連
結されたキャパシタ（Ｃ１）、キャパシタ（Ｃ１）の他端と接地端との間に形成され、一
定の周期の信号を発生するスイッチング制御部（Ｖｃ）、トランジスタ（Ｑ２）のコレク
ターに一端が連結された抵抗（Ｒ３）、抵抗（Ｒ３）の他端にコレクターが連結され、ス
イッチング制御部（Ｖｃ）にベースが連結され、エミッタが接地されたＮＰＮトランジス
タ（Ｑ１）、及び抵抗（Ｒ３）とトランジスタ（Ｑ２）のコレクターとの接点に一端が連
結され、他端が接地されたキャパシタ（Ｃ２）を含む。
【００７９】
　ここで、電圧源をＶｎと称し、その出力もまたＶｎと称する。そして、出力端をＶｎ１
と称し、出力端を通じて出力される信号をＶｎ１（この電圧がゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
として用いられる）と称する。また、スイッチング制御部をＶｃと称し、その出力信号を
Ｖｃと称する。そして、前記キャパシタ（Ｃ２）は、直接部品を実装したり、直接部品を
実装しない場合には、出力（Ｖｎ１）経路上の寄生キャパシタを意味する。
【００８０】
　前記で、電圧源（Ｖｎ）は、図１１のａ）のように、一定のレベルのＤＣ電圧（Ｖｎ）
を発生し、スイッチング制御部（Ｖｃ）は、図１１のｂ）のように、ｔ１の間ハイレベル
の周期信号を発生する。そして、抵抗（Ｒ１）及び抵抗（Ｒ２）は電圧分圧の機能をし、
ＤＣ電圧（Ｖｎ）を設計者の所望のレベルまで落とす。この時、抵抗（Ｒ１、Ｒ２）によ
って分圧された電圧は、トランジスタ（Ｑ２）の駆動電圧として作用するが、トランジス
タ（Ｑ２）の臨界値以上のレベルであるのが好ましい。
【００８１】
　具体的な動作を説明すると、電圧源（Ｖｎ）でＤＣ電圧を発生し、スイッチング制御部
（Ｖｃ）の出力がローレベルの状態である場合には、抵抗（Ｒ１）及び抵抗（Ｒ２）はＤ
Ｃ電圧を分圧し、この分圧電圧はキャパシタ（Ｃ１）電圧となってトランジスタ（Ｑ２）
のベースに印加され、トランジスタ（Ｑ２）をターンオンさせる。
【００８２】
　したがって、キャパシタ（Ｃ２）に一定の電圧が形成され、出力端（Ｖｎ１）には、ス
イッチング制御部（Ｖｃ）の出力がローレベルの区間で、図１１のｃ）のように一定のレ
ベルのＤＣ電圧（Ｖｏｎ１）が出力される。
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【００８３】
　そして、スイッチング制御部（Ｖｃ）の出力がｔ１区間のようにハイレベルになれば、
トランジスタ（Ｑ１）はターンオンし、キャパシタ（Ｃ２）に充電されている電荷を放電
させる経路を提供するスイッチの役割として作用する。
【００８４】
　したがって、キャパシタ（Ｃ２）に充電された電荷は抵抗（Ｒ３）及びトランジスタ（
Ｑ１）を通じて接地端に流れ、出力端（Ｖｎ１）の出力はキャパシタ（Ｃ２）の放電によ
り電圧降下が現れる。
【００８５】
　この時に現れる電圧の波形は、図１１のｃ）において、スイッチング制御部の出力がハ
イレベル区間であるｔ１区間のように、Ｒ３×Ｃ２の時定数で一定の傾きで電圧が降下す
る形態（鋸の歯形態）（Ｖｏｎ２）を示す。
【００８６】
　ここで、電圧が降下する大きさ（ΔＶ：Ｖｏｎ１－Ｖｏｎ２）は、下の数式６で示され
る。
【００８７】
【数１１】

　数式６で、ΔＶは、ｔ１及びＣ２が固定されている場合には、抵抗（Ｒ３）の抵抗値に
決定される。
【００８８】
　一方、スイッチング制御部（Ｖｃ）の出力がハイレベルである場合、つまりトランジス
タ（Ｑ１）がターンオン状態である時に、トランジスタ（Ｑ２）は、キャパシタ（Ｃ１）
の電圧がレベルシフトされてトランジスタ（Ｑ２）の臨界電圧以下となり、したがってタ
ーンオフされる。
【００８９】
　ここで、トランジスタ（Ｑ２）は、トランジスタ（Ｑ１）がターンオンされる時にター
ンオフして、トランジスタ（Ｑ２）のエミッタに連結されているＶｎが抵抗（Ｒ３）経路
に放電されないようにする。
【００９０】
　一方、トランジスタ（Ｑ２）をターンオンさせるためには、分割抵抗（Ｒ１、Ｒ２）の
抵抗比が、抵抗（Ｒ１）による電圧降下分（Ｖｘ）がトランジスタ（Ｑ２）のＶｂｅより
大きいか同一でなければならない。つまり、トランジスタ（Ｑ２）をターンオンさせるた
めの電圧降下分（Ｖｘ）は下の数式７のように示すことができる。
【００９１】
【数１２】

　ここで、Ｖｂｅ２はトランジスタ（Ｑ２）のエミッタとベースとの間の電圧である。
【００９２】
　したがって、スイッチング制御部（Ｖｃ）の出力信号がローレベル（Ｖｌｏｗ）である
時、抵抗（Ｒ１、Ｒ２）によって決定されたＶｎ－Ｖｘ電圧はＣ１に充電され、スイッチ
ング制御部（Ｖｃ）の出力信号がハイレベル（Ｖｈｉｇｈ）になれば、トランジスタ（Ｑ
２）のベース端子には、（Ｖｎ－Ｖｘ）にスイッチング制御部（Ｖｃ）の電圧である（Ｖ
ｈｉｇｈ－Ｖｌｏｗ）が足されて現れ、トランジスタ（Ｑ２）がターンオフする。
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【００９３】
　つまり、スイッチング制御部（Ｖｃ）の出力がハイレベルである時のトランジスタ（Ｑ
２）のベースにかかる電圧は、（Ｖｎ－Ｖｘ）＋（Ｖｈｉｇｈ－Ｖｌｏｗ）となり、この
電圧（Ｖｎ－Ｖｘ）＋（Ｖｈｉｇｈ－Ｖｌｏｗ）は、Ｖｎ－Ｖｂｅ２より大きくなければ
ならない。したがって、電圧降下分（Ｖｘ）は下の数式８のように示されることができる
。
【００９４】
【数１３】

　数式７及び数式８により、電圧降下分（Ｖｘ）を決定するためのＲ１及びＲ２の抵抗比
は次の数式９の範囲に決定される。
【００９５】

【数１４】

　そして、キャパシタ（Ｃ１）によってレベルシフトされて発生した電圧（Ｖｎ－Ｖｘ）
＋（Ｖｈｉｇｈ－Ｖｌｏｗ）は、ｔ１区間の間でトランジスタ（Ｑ２）をターンオンさせ
る程に放電されてはならない。例えば、Ｖｘ＝Ｖｂｅとし、放電量をＱｄとした場合で、
抵抗（Ｒ１、Ｒ２）による放電量を無視した場合、Ｑｄ＝Ｉｂ（Ｑ２のベース電流）×ｔ
１≪Ｃ１×（Ｖｈｉｇｈ－Ｖｌｏｗ）とならなければならないので、下の数式１０の条件
でキャパシタ（Ｃ１）値を設定しなければならない。
【００９６】
【数１５】

　ここで、Ｉｂは、トランジスタ（Ｑ２）のベース電流である。
【００９７】
　そして、抵抗（Ｒ１）による放電を考慮する場合、下の数式１１に基づいて抵抗（Ｒ１
）の大きさを決定する。
【００９８】

【数１６】

　結局、 駆動電圧生成部７００の出力端（Ｖｎ１）を通じて出力される信号の波形は、
図１１のｃ）のように、一定の周期ごとに鋸の歯形態に電圧が降下する形態を示す。
【００９９】
　図１１のｃ）のような信号の波形は、ゲート駆動部４００に入力され、ゲート駆動部４
００は、液晶表示板組立体３００の駆動時に、ゲート線に図１１のｄ）のように一定の傾
きでΔＶだけの電圧降下するゲートオン電圧を印加する。つまり、一定の周期の間Ｖｏｎ
１を出力し、途中で△Ｖだけ電圧が降下したＶｏｎ２を出力する。この時のＶｏｎ２は、
前記数式５のように、
【０１００】
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【数１７】

の条件を満たす。
【０１０１】
　前述した実施例により、一定の傾きでΔＶだけ電圧降下するゲートオン電圧がゲート駆
動部４００に入力され、信号制御部６００で処理されたＲＧＢ画像データはデータ駆動部
５００に印加される。
【０１０２】
　データ駆動部５００は、水平開始信号（Ｈｓｔａｒｔ）に同期して印加されるＲＧＢ画
像データを、各々対応する階調電圧生成部８００から印加される階調電圧、つまりデータ
電圧に変換させた後に印加されるロード信号によって、液晶表示板組立体３００のスイッ
チング素子、つまり薄膜トランジスタのソース電極に印加する。そして、ゲート駆動部４
００は、信号制御部６００から出力されるゲートクロック信号に同期してゲートオン電圧
を薄膜トランジスタのゲート電極に印加し、その結果、ソース電極に印加されたデータ電
圧が画素電極に充電される。
【０１０３】
　したがって、各々の画素電極に供給されたデータ電圧と共通電極の電圧との電位差によ
って液晶の配向状態が変わり、それによって光の透過量が変わるので、所望の画像が表示
される。
【０１０４】
　本発明は、特許請求の範囲内で様々な変更及び実施が可能である。例えば、データ駆動
部が直接薄膜トランジスタ基板上に実装され、伝送用フィルムを通じてデータ駆動部が印
刷回路基板に連結されるＣＯＧ（Chip　on　Glass）形態の液晶表示装置にも、前述した
実施例によるゲート電圧が供給されることができる。また、データ駆動部が印刷回路基板
と薄膜トランジスタ基板との間に設置される伝送用フィルム（ＦＰＣ：flexible　printe
d　circuit）上に実装される形態の液晶表示装置にも、前記実施例によるゲート電圧が供
給されることができる。
【０１０５】
　以上で、本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されるわけではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を用いた当
業者のいろいろな変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】従来の残像除去方法によって発生するキックバック電圧の波形図である。
【図２】液晶容量特性を示した波形図である。
【図３】図２に示された液晶容量特性に基づいて階調電圧を印加した場合の画素電圧の波
形図である。
【図４】従来のゲート電圧生成方法によってゲート電圧を印加した場合の画素電圧の波形
図である。
【図５】本発明の実施例によって階調電圧を印加した場合の画素電圧の波形図である。
【図６】本発明の実施例によってゲート電圧を変更した場合の画素電圧の波形図である。
【図７】本発明の実施例によってゲート電圧を変更した場合の画素電圧の他の波形図であ
る。
【図８】本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図９】本発明の実施例による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図である。
【図１０】本発明の実施例による駆動電圧生成部のゲート電圧生成のための回路図である
。
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【図１１】図１０に示された回路の波形図である。
【符号の説明】
【０１０７】
　３　液晶層
　１００　下部表示板
　１９０　画素電極
　２００　上部表示板
　２３０　色フィルター
　２７０　基準電極
　３００　液晶表示板組立体
　４００　ゲート駆動部
　５００　データ駆動部
　６００　信号制御部
　７００　駆動電圧生成部
　８００　階調電圧生成部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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